
          たかくらだより 
北九州市立高蔵小学校校長 城戸 祥次 
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学校ホームページ https://www.kita9.ed.jp/takakura-e 

【学校教育目標】「心身ともにたくましく、自立した子どもの育成」 
 

手作り味噌はどんな味!? 

毎日の食卓によく登場する味噌汁。我々には
たいへんなじみ深い食品である味噌ですが、そ

れがどのようにしてつくられているかを知る人

はあまり多くありません。 
そのようななか、５年生が８月３１日に、マ

ルヱ醤油朝倉工場の工場長 上大川さんをお招

きして味噌づくり体験をしました。 

味噌は、「麹」の力をかりて作られた発酵食
品で、その麹の働きを最大限に生かした先人の

知恵がつまっています。はじめにこうした学習

をしたのち、味噌づくりにとりかかりました。 
大豆と麹と食塩をバランスよく均等に混ぜ、

しっかりこねて味噌の塊を作り、大きな樽に詰

めて 1～２か月間ねかせます。 

子どもたちは、味噌になる前の状態の素をち
ょっぴり味見したり、味噌づくりの面白さに夢

中になって取り組んだりしていました。 

出来上がった味噌は、今後、家庭科の調理実

習で味噌汁にして味わう予定です。 

シェイクアウト訓練を実施  ～「関東大震災」から１００年～ 

 地震をはじめ、災害はいつおこるか分かりません。「防災の日」の９月１日、首都直下地震を想
定した政府の総合防災訓練が行われ、本校も９月１日にシェイクアウト訓練を実施しました。「い

つおこるか分からない」という災害の特性を命題に、この日は子どもたちに訓練をすることを事前

に知らせず、突然放送して、机の下にもぐりこむようにしました。 

訓練の放送直後、子どもたちは冷静に対応することができ、ひとま 

ず安心しました。                                                                               

 「凍りつき症候群」という言葉があります。人は、突然の出来事に 

遭遇すると、ほとんどの人が凍りついたようにその場でただ立ちつく 

してしまうそうです。地震が起きた途端、その場でただじっとしてい 

たり、揺れが収まっていないのにテレビなどをつけて情報を得ようと 

したりする人が沢山います。これらはすべて「凍りつき症候群」とい 

うのだそうです。小さな揺れの時に反応し、安全行動をとるなど自然に体が動くようにしておく必

要があります。そのためには、日頃からの訓練を重ねる事が大切です。 

今後もこうした訓練を続けていきます。 

吉田中校区笑顔ミーティング開催 

吉田中学校区では、年に一度代表の子ども

たちが参加して、中学校区の３校で共通して

取り組んでいくルールを確認しています。 
９月５日、本校からは児童運営委員会の代

表２名がリモートで参加し、「あいさつ」の取

組みと SNS の使い方について情報交換をし
ました。本校代表は積極的に質問や意見を出      

し、会を盛り上げ 

ました。話し合っ 

たことは中学校の 
生徒会がとりまと 

め、後日報告があ 

るようになってい 
ます。 

６年生、「法教育」で学びました 
6 年生は８月３１日に、小倉少年鑑別支所の

法務教官 白井様をお迎えして法教育を学びま
した。「法教育」とは、非行や不良行為につい
て知り、それらを惹起するとどうなるかを学ぶ
ことにより、非行を自ら抑止しようとする意志
や心構えを養う 

   学習です。白井様は、 
たくさんの少年たちと 
の関わりを基に「よい 
心を大切に、悪い心に 
ブレーキを」と力説さ 
れていました。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月後半の主な行事 

１３日（水） なかよしデー 
１４日（木） 天文学習４年 

 １５日（金） 代表委員会 
 ２２日（金） 修学旅行説明会 

２６日（火） 平和 ST６年  
消防士さんと一緒３年 

２８日（木） 学びチャレンジ公開授業 
２９日（金） まちたんけん② クラブ活動 

◆9 月のスクールカウンセラー来校日◆ 
１５日午後・２２日午前 

 

             ☆教えよう 平和といのちと助け合い☆ 
子どもたちと話してみてください。『平和』『いのち』『助け合い』。相手を認め，自分のこととして考える子どもに育ってほしいです。 

す。 

 

子育て親育ちのための「北九州市 子どもを育てる 10 か条」 

「ぶくぶくタイム」がはじまります。～「フッ化物洗口」について～ 
北九州市では、これまで 2・3 年生の希望者に「フッ素塗布」(フッ化物イオン導入法)を実施してきま

したが、本市の小中学校のう歯の罹患率は、全国平均値より高い現状にあります。そこで、このた

び教育委員会と歯科医師会がタイアップして、「フッ化物洗口」を導入することになりました。 

「フッ化物洗口」は耳慣れない言葉ですので、簡単にまとめてみますと下図のようになります。 

先日、校医である三好先生に、本校においでいただき、全校のみんなに詳しく「フッ化物洗口」
の説明をしていただきました。その後、水を使って洗口の要領を 

試してみました。 

 この取組は週に 1 度で、「ぶ 
くぶくタイム」と言います。 

 また、希望制のため、保護者 

の申し込みが必要です。希望の 

有無にかかわらず、ご意向を配 
布しているプリントか、QR コ 

ード等によりご回答をお願いし 

ます。 

放課後、忘れ物を学校に取りに来ることについて 
学年通信で各学年にお知らせしていますので、ご承知のことと思いますが、学校に子どもが 

徒歩や自転車で往復することは、安全上危険を伴うことがあります。そこで、今後は以下のよ

うにしますので、ご確認ください。 

○原則として忘れ物は学校に取りに来ません。 

・宿題を忘れたときには、かわりの学習をするなど。 
○どうしても取りに来る必要があるとき 

（水筒を忘れるなどして土日をはさむ時等）は・・ 

・安全のため、保護者と一緒にお願いします 
・必ず職員室に寄って、教職員に一声かけてください。 

・１７時までに来校してください。 

 

 

 

 

日本でも世界でも推奨されている 
むし歯の予防法です 

むし歯に負けない 
強い歯をつくります 

初期のむし歯を
修復します 

むし歯菌の働きを 
抑制します 

適正な量のフッ化物の水溶液で
ぶくぶくうがいをすることです 

１分間、10ml 

安全、簡単、効果的 

フッ化物は、歯磨き剤や歯
科医院での塗布剤にも含ま

れています 

１週間に１回 

 

 

 

 

「ぶくぶくタイム」 
開始予定日 10 月 6 日 

実  施  日 毎週金曜日 13:35～ 

対 象 者 全学年の希望者 

費   用 無料 

◆説明用動画◆ 
「予防戦隊ハダイジャー  
フッ化物洗口のススメ」 

【参考】福岡県健康増進課 HP 


